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〔
緒
言
〕
平
成
十
四
年
四
月
五
日
の
各
朝
刊
新
聞
は
「
最
古
の

処
方
菱
」
と
い
う
見
出
し
で
、
奈
良
明
日
香
村
の
飛
鳥
京
庭
園
跡

（
七
世
紀
中
ご
ろ
～
後
半
）
か
ら
国
内
最
古
の
処
方
茎
が
書
か
れ
た

木
簡
が
出
土
し
た
と
報
じ
た
（
四
月
四
日
、
奈
良
県
橿
原
考
古
学
研
究

所
発
表
）
・
朝
日
新
聞
に
よ
れ
ば
木
簡
の
長
さ
創
・
５
皿
幅
４
叩

表
に
「
西
州
続
命
湯
、
麻
黄
六
（
毎
日
新
聞
に
よ
れ
ば
麻
黄
□
）
石

膏
二
両
：
…
・
」
、
裏
に
「
當
帰
二
両
杏
人
冊
枚
乾
薑
三
両
…
…
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
読
売
に
よ
れ
ば
「
九
」
「
水
」
の
字
も
あ
る
と

い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
西
州
続
命
湯
」
は
唐
の
「
備
急
千
金
要

方
』
所
載
の
同
名
処
方
と
一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
日
経
や

産
経
な
ど
は
、
こ
の
木
簡
処
方
は
「
備
急
千
金
要
方
』
を
「
引
き

‐
飛
烏
京
庭
園
跡
出
土
木
簡
「
西
州
続
命
湯
」

の
出
典
に
つ
い
て

｜
般
口
演

、
ロ
ノ

ー
凸

小
曽
戸

ｊ２

洋
・
真
柳
誠

写
し
た
」
「
手
本
と
し
た
」
と
し
、
当
時
の
中
国
の
最
新
の
医
学
言

か
ら
引
用
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
木
簡
処
方
が
『
千
金
方
』
の
記
述
と
一
致
す
る
か
と

い
っ
て
、
そ
れ
が
『
千
金
方
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
す
る
の
は

早
計
で
る
（
過
去
、
藤
原
京
跡
出
土
の
木
簡
「
漏
盧
湯
」
方
に
つ
い
て

も
同
様
の
誤
解
が
あ
っ
た
）
。
以
下
、
こ
の
木
簡
「
西
州
続
命
湯
」
の

典
拠
が
『
千
金
方
」
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
そ
れ
以
前
の
日
本

渡
来
の
中
国
医
書
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
る
理
由
を
述
べ
る
。

〔
「
外
台
秘
要
方
』
の
記
載
〕
古
来
、
中
国
の
医
方
書
の
多
く

は
、
前
代
の
経
験
有
効
処
方
を
取
り
込
み
、
増
訂
を
加
え
、
漸
次

編
墓
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
傷
寒
論
」
の
処
方

が
歴
代
の
医
方
害
に
登
載
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
『
外
台
秘
要

方
」
は
唐
の
七
五
二
年
に
王
壽
が
編
集
し
た
四
十
巻
か
ら
な
る
医

学
全
書
で
、
前
代
の
多
数
の
医
書
よ
り
処
方
を
引
用
し
、
し
か
も

そ
の
出
典
書
名
を
明
記
す
る
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ
る
。
「
外
台
』
（
宋

版
に
拠
る
。
明
版
は
改
鼠
が
甚
だ
し
い
）
に
は
「
西
州
続
命
湯
」
と
称

す
る
処
方
が
四
箇
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
、
巻
皿
中
風
角
弓
反
張
方
の
う
ち
『
古
今
録
験
方
」
（
麻
黄
．

乾
薑
・
當
帰
・
杏
人
を
含
む
ｕ
味
）
。
『
張
文
仲
方
』
に
も
同
処
方
が
あ
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る
と
い
浄
っ
。

Ｂ
、
巻
皿
風
痒
方
の
う
ち
『
古
今
録
験
方
』
（
麻
黄
・
石
膏
・
當

帰
・
乾
薑
・
杏
人
を
含
む
９
味
）
）
。
『
深
師
方
」
『
胡
洽
方
』
「
集
験
方
」

『
張
文
仲
方
嶌
肘
後
方
」
「
千
金
方
」
に
も
同
処
方
が
あ
る
と
い
う
。

Ｃ
、
巻
略
肉
極
熱
方
の
う
ち
『
千
金
方
』
又
方
（
麻
黄
・
生
薑
・

當
帰
・
石
膏
・
杏
人
を
含
む
ｕ
味
）
「
冊
繁
方
」
に
も
同
処
方
が
あ
る

と
い
う
。

Ｄ
、
巻
凹
四
肢
拘
壁
不
得
屈
伸
方
の
う
ち
『
古
今
録
験
方
」
（
麻

黄
・
石
膏
・
生
薑
・
杏
人
を
含
む
皿
味
）
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
西
州
続
命
湯
」
方
は
『
深
師
方
」
『
胡
洽

方
」
『
冊
繁
方
』
『
肘
後
方
」
『
集
験
方
」
（
以
上
六
世
紀
以
前
の
成
立
）

『
古
今
録
験
方
』
（
六
○
○
年
頃
）
『
千
金
方
」
『
張
文
仲
方
」
に
記
載

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
Ａ
に
石
膏
が
な
い
こ
と
。
各
処
方

で
分
量
に
出
入
の
あ
る
こ
と
。
Ｃ
・
Ｄ
で
は
乾
薑
が
生
薑
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
な
ど
、
細
部
に
は
検
討
す
べ
き
問
題
も
あ
る
が
、

も
と
も
と
西
州
続
命
湯
は
一
つ
の
処
方
で
、
の
ち
に
変
方
を
生
じ

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
杏
人
は
す
べ
て
柵
枚
。
ま
た
い
ず
れ
に

も
煎
法
に
「
水
」
「
九
升
」
の
文
字
が
あ
る
）
。

〔
「
千
金
方
』
の
渡
来
期
〕
「
千
金
方
』
の
成
立
は
六
五
○
年
代
で

あ
る
が
、
七
世
紀
中
に
わ
が
国
に
将
来
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
少

く
と
も
大
宝
律
令
（
七
○
一
）
の
時
代
で
『
千
金
方
』
は
未
伝
入
で

あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
は
天
平
九
年
（
七
三

七
）
典
薬
寮
勘
文
が
初
め
て
で
あ
る
か
ら
、
演
者
は
『
千
金
方
』
の

渡
米
を
第
叩
次
遣
唐
使
帰
国
時
（
七
三
四
・
七
三
六
）
に
よ
る
も
の

か
と
推
定
す
る
。
と
す
れ
ば
、
当
該
木
簡
の
出
典
を
「
千
金
方
」

と
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

〔
結
語
〕
一
方
、
前
掲
の
医
方
書
の
う
ち
『
古
今
録
験
方
』
以
前

の
も
の
は
七
世
紀
ま
で
に
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
と
に
大
宝
令
に
規
定
さ
れ
た
「
集
験
方
』
は
「
小
品
方
』
な
ど

と
と
も
に
永
徽
令
（
六
五
一
）
に
従
い
、
い
や
さ
ら
に
そ
れ
以
前
に

渡
来
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
（
拙
著
「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
」

三
七
○
頁
）
。
飛
鳥
京
跡
出
土
木
簡
「
西
州
続
命
湯
」
の
出
典
は
『
千

金
法
』
で
は
な
く
、
「
集
験
方
」
な
ど
、
七
世
紀
（
前
半
）
に
渡
来

し
た
中
国
医
書
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
北
里
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所
東
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史
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）


